




201６年（平成2８年）３月１１日│Vol.７

　

本当に必要なサービスを必
要な所へ。計画相談の

開始と共に、事業所の中におい
てもケアマネジメントの視点を持
ち、ニーズの発掘と新たなサー
ビス提供を提案していく取組みを
しています。介護施設へ移行し
たHさんの事例をお伝えしたい
と思います。
　Hさんは、65 歳の男性で、
兄夫婦の隣家に一人で生活を
されていました。食事は家族
が隣家からもって来て下さる
のですが、入浴や身辺介護な

ど細かな生活上のお世話は長
年出来ておらず、日中はウィッ
シュかがみの・生活介護事業
所に通所し、入浴支援や身辺
介護を行っていました。ご家
族もHさん同様に高齢化に伴
い体調面での課題があり、H
さんへの思いはあっても生活
を支える事は出来ていません
でした。
　またHさんには心臓疾患が
あり、少しの風邪から肺炎を
起こしやすい方でした。以前
年末年始の休み明けに送迎に
行った際には、すでに自宅で
体調を崩し肺炎に罹患。家庭
の事情で入院加療が出来ず、
通所しながら通院と静養を繰
り返し、復調を支援した経過
がありました。ご家庭だけの
サポートでは体調管理が難し
いと感じ、日中の様子把握や
早めの気付きを心掛け支援を
していたのです。
　職員は年末年始休業時、十
分な体調管理等をご家族から
受けられないHさんを思い、
大病に至らぬようにと排泄支
援や着替えの支援に交代で自
宅へ出向いていました。日中
活動事業所の職員が在宅まで
支援に入っている事は利用者
を思っての事ではありました
が、本当に全てのことを一
事業所で完結してもよいもの
か？本来あるべきサービス提

供の姿だろうかと疑問もあり
ました。
　Ｈさんの生活全般の支援に
ついて検討を重ねました。夏
季は体調も良く過ごせました
が、季節が冬季に近づき、体
調面の心配が出てきました。
一事業所だけでﾌｫﾛｰできない
課題がある事を福祉事務所を
はじめ関係機関へ連絡を行い、
「生活を支える」という事を念
頭におき動きだしました。ご
家族にも在宅での支援の必要
性をお話し、一事業所が全て
の福祉サービスを提供できな
い事、他にも適したサービス
がある事、今後は地域にある
複数の専門のサービスを組み
合わせて利用する方がＨさん
にとっての生活には良い事を
お話し、要介護認定の申請を
しました。
　しかし、居宅介護サービス
は支給決定、サービス開始に
結びつける事が年末には間に
合わず、この年は職員が排泄
支援と着替えの支援に入りま
した。
　居宅介護サービス利用は年
末年始休業時だけでなく、寒
い時期の土日・祝日には年齢
を重ねていくHさんにきっと
必要なサービスになってくる。
再度、行政や居宅介護事業所
に協力を依頼し、2 月より居
宅介護サービス利用が出来る

事になりました。
　在宅サービスと日中事業所
を利用しながら順調な生活が
始まったかと思われましたが、
Hさんは風邪からまたも肺炎
に罹患。ご家族が救急連絡搬
送するも入院はできず、家庭
から近隣病院へ通院して点滴
加療の指示を受けました。そ
の後医療機関より「通院に来
ていない」と事業所に連絡が
入りました。ケアマネージャー
さんや居宅介護事業所にも連
絡を入れ、行政にもHさんと
ご家族の置かれている状況を
連絡、通院同行等のサービス
を利用できないかの問い合わ
せをしましたが、すぐには無
理との返事。上司と共にケア
マネージャーさんや居宅介護
事業所を統括している市社協
へ駆け込みで相談。すぐに一
緒に訪問し、肺炎増悪との事
で救急搬送し、入院となりま
した。
　この入院期間中に、Hさん
の今後について市社協、病院
のワーカーさんと検討しまし
た。Hさんにとっては慣れた
家であり生活であったと思い
ますが、このままではHさん
の疾病予防及び疾病時の十分
なケアが難しい。家族に生活
上の支援をお願いするのは、
負担が大きい事が課題となり
ました。家族からも家庭で対

応することが難しいとの事で
介護施設への移行を望まれ、6
月半ばにウイッシュかがみの
を退所されました。
　今回この事例を上げました
が、「地域で生活する」という
障害者本人や支える家族の暮
らしの中で、気付かれていな
い課題があり、長年の間支援
を受けられないままになって
いる事が多々あるのではない
かという事です。潜在化した
課題がある事に気付いた時に
は、どこの機関からであれ声
を上げ発信し、表面化して支
援というつながりを作ってい
く事が大切なのではないかと
思います。各機関が協力して、
サポート体制を取る事で、よ
り細やかに「生きやすさ」の
構築にアプローチしていく事
になると思います。ご家族や
一事業所で抱えこむのではな
く、支え合う事のできる地域
社会へ。地域で支える仕組み
として、各機関が互いに連携・
協力していく事が、必要なサー
ビスを適切に提供するために
大事であると感じました。

多機能事業所
　ウィッシュかがみの
　　　　　宮　本　紗　会
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害者が頑張るのではなく、障
害者に学び誰でもできるよう
なデザインにし、障害があっ
ても働ける場づくりこそが現
状農業を変えるヒントである。
このような話から、障害者が
働くということが特別なもの
ではなく誰もが働くことがで
き、誰もが役割がある、といっ
たことを再認識し実際の支援
と照らし合わせ振り返る機会
となりました。
　小柳氏からは「私たちは何
に疲れているのか・何に困っ
ているのか～心のバランスを
崩さないために～」という
テーマから、現代社会の爆発
的な情報の増大によって身も
心も疲れた現代人である私た

ち職員が、疲れや困りにうま
く対応できる知恵をいただき
ました。目まぐるしく変貌し
ていく現代社会を生きていく
には早足で生きていかなけれ
ばならない、そんな中でゆっ
くりと生きている障害のある
人たちの支援をしていると、
そのスピードのギャップにつ
いていけず疲れが増大してい
く。それが私たちの疲れの一
因ではないかとのお話でした。
思いもよらぬ原因にハッとす
ると同時に、私たち支援者も
「ゆっくり生きる」ことを見習
うことが利用者さんの支援に
つながっていくのだろうと感
じました。
　法人職員の事例報告では、

相談支援専門員から地域で生
活していくことの支援の報告、
自分の子どもや同じ障害を持
つ子どもたちのために立ち上
げた就労継続支援 B型の「ら
いふ」の軌跡、の二事例の発
表がありました。
　本研修では、私たち支援者
が支えているだけでなく、互
いに支えあっていることに気
付くことが「生きるというこ
とを支える」ことにつながる
のだと感じました。

地域活動支援センター「香美」
甲　藤　啓　子
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コースは、平成 24 年度新

体系移行に伴いスタートし

ました。これまでの軽作業中心

の日課だけでなく、利用者さん

個々の特性に応じた生活作りを

目指して新たに設けたコースで

す。

　心身ともに豊かな生活を送
り、その中で生きがいや自信
につなげていけるよう日課の
充実を図っています。創作活
動をする中で、楽しみや喜び、
そして感性と表現力を養うこ
とが大切だと感じます。現在
男性２名、女性５名の利用者
さんが所属されています。
　初年度は、土佐和紙を利用
して箸袋やコースター、名刺
などを製作しました。障がい
者雇用月間のポスター応募や
スピリットアート展、香美市
文化展展示も行いました。
　25 年度は、初年度の活動に
加えて四国銀行南国支店や香
美市役所、ウイッシュ祭り等

に展示させていただきました。
作品作りでは、一閑張を精力
的に取り組み始めました。
　園からの年賀状の依頼もあ
り、200 枚程度を毎年作るよ
うになりました。26 年度から
は、運動会の参加者に贈るメ
ダル作りも行っています。ス
ピリットアート展では、共同
作品も出品し２年連続入選し
ました。カレンダーの販売も
始めました。27 年度は、昨年
の倍の 800 部を印刷し販売し
ています。
　アート作品の取り組み（種
類）は、現在絵画、折り紙、
一閑張、貼り絵、切り絵、石
絵、壁掛け、書道、絵手紙等
です。時には香美市美術館に
行ったりしながら、絵画展を
観賞したりします。これから
も、色んな創作活動にチャレ
ンジしていきたいと思います。
　皆さん、それぞれに個性が
あります。細かな作業が得意
な方は貼り絵をし、その仕上

がりの綿密さにはただただ感
心します。力強い字を書く方
には、書道で思い切って紙に
筆をぶつけていただいていま
す。几帳面な性格の方は、丁
寧で鮮やかな色彩で絵を描き
ます。折り紙に興味のある方
は、折り紙を使った作品作り
をしています。
　アート展に向けて絵を描い
ていた方が、わずか２分で作
品を仕上げた事がありました。
何か心和む楽しい作品で、出

品したところ見事入選。何の
迷いもなく素直に描いたとこ
ろが評価されたのだと思いま
した。
　スピリットアート展を見学
していた際、書道の審査員と
偶然お会いする事が出来まし
た。「この中の作品は、どれも
力強く、素直さや清らかさが
ある。そして無心である、邪
念がない、純粋である。物か
ら訴える芸術であり、この清
らかさを皆、学びとらなけれ

ばならない。」このようなお話
を伺う事ができました。これ
は書道の作品の中の評価でし
たが、一瞬はっとしました。
この事は書に限らず人間とし
て大切な事、アートを通じて、
改めて感銘を受けたお言葉で
した。そうした気持ちを大切
にしながら、これからも素敵
な作品を生み出していければ
と思います。

かがみの育成園　
　猪　野　英　子

「アートコースの歩み」
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第19回スピリットアート
（高知県障害者美術展）入賞者
絵画部門：�中屋幸恵、安藤充洋、川村次朗、浜田敏邦、北村みき、山本広志、田中鈴子、小原和子、

倉本　遏、谷　艶乃、柿内貞男、田内直也、筒井ゆり、尾原幸恵、畠中勇紀、としお、公文大彰、
依光椋子、門脇智子、沢井菊美、筒井ゆり、安井優子

工芸部門：�吉村美花、北村みき、安松広幸、山本恵津、矢野仁一、安井優子、尾原幸恵、つむぎ、
支援センター「南国」、パワーズ山田

書道部門：�森国朝子、伊藤公恵、山戸真理、小松悦子、武井育美、柿内貞男、田内直也、枝重厚子、
中沢　望、奈良美喜子

立体作品等部門：�水沢文子、かがみの育成園４寮

特選　「綺羅・星の如し」パワーズ山田　安藤充洋

機関紙「わだち 轍」に関するご意見・
ご感想などございましたら、下記連絡先
までお寄せください。
いただいた貴重なご意見を今後の機関紙
づくりの参考とさせていただきたいと思
います。

総合支援センターかがみの
社会福祉法人 高知県知的障害者育成会
TEL 088-855-3717
FAX 088-855-6181

ご意見・ご感想


